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開し, 展開係数についての無限次元の定係数連立微分方程式を導きだしている｡ ( 1 ) 両端支持 ･一様断
面の回転軸で, 回転慣性を考慮に入れた場合 (2)互いに直角な二方向の正規固有関数が等しい非一様断
面の回転軸で, 回転慣性を無視した場合の2つの場合には, 連立方程式の達成項が消え, 各モードごとの
微分方程式に分離できることを示し, この場合について不つりあいによる定常変位, 重力による定常振動















(2)のロ- タについて解析方法が体系的に示されている｡ まず, 第2章と同じ手法で展関係数について
の常微分方程式を導き, 漸近法および平均法によってこれを簡単な形の微分方程式に変形し, 数値計算に
よって危険速度通過時のふれまわりの大きさに対する角加速度, 非対称性, 不つりあい量, 内部抵抗係数
および外部抵抗係数の影響を考察している｡ その結果, 危険速度を通過するときの通過速度が大きく, 非




































て多くの知見を与え, またそのつりあわせ法について研究したものであり, 学術上, 工業上寄与するとこ
ろが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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